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市
いち

　本
もと

　勇
ゆう

　介
すけ

さん
平成４年８月５日生

もち米・カボチャ

Ｑ
１　

趣
味
は
？

 

ゲ
ー
ム
・
音
楽

Ｑ
２　

農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

 

農
薬
散
布
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
の
免
許

を
と
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

Ｑ
３　

農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

 

い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会

が
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
話
が
聞
け
る

こ
と
。

Ｑ
４　

仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

 

作
業
中
に
移
動
で
原
付
に
乗
っ
て
い

た
ら
転
ん
で
ミ
ラ
ー
を
壊
し
た
。

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

 

早
く
仕
事
を
覚
え
て
一
人
前
の
農
家

に
な
り
た
い
。

宗
そう

　万
まん

　恵
けい

　一
いち

さん
平成２年５月19日生

南瓜

Ｑ
１　

趣
味
は
？

 

球
技
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書

Ｑ
２　

農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

 

育
て
た
作
物
が
自
分
の
努
力
し
た

分
、
目
に
見
え
て
形
に
な
っ
て
い
く

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
。

Ｑ
３　

農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

 

前
述
の
と
お
り
、
努
力
が
目
に
見
え

て
分
か
る
と
こ
ろ
。

Ｑ
４　

仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

 

ト
ラ
ク
タ
ー
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

壊
し
た
こ
と
。

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

 

自
立
。

新規就農者に聞
きました

阿
あ

　部
べ

　俊
とし

　幸
ゆき

さん
昭和63年９月20日生

水稲・西瓜・花卉

Ｑ
１　

趣
味
は
？

 

ツ
ー
リ
ン
グ

Ｑ
２　

農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

 

元
々
、農
家
を
継
ぐ
気
で
い
ま
し
た
。

母
親
が
体
調
を
崩
し
た
の
を
機
会
に

就
農
し
ま
し
た
。

Ｑ
３　

農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

 

太
陽
の
光
を
浴
び
れ
る
所
。

Ｑ
４　

仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

 

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

 

家
族
を
築
き
、
一
緒
に
笑
顔
で
働
く

事
で
す
。
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石
いし

戸
ど

谷
や

　智
とも

　洋
ひろ

さん
昭和58年７月10日生

もち米

Ｑ
１　

趣
味
は
？

 

映
画
・
ド
ラ
マ
鑑
賞

Ｑ
２　

農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

 

日
本
を
取
り
戻
す
た
め
!!

Ｑ
３　

農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

 

自
然
に
身
を
委
ね
、
心
を
浄
化
で
き

る
こ
と
。

 

な
む
あ
み
だ
ぶ
。

Ｑ
４　

仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

 

田
ん
ぼ
を
起
こ
し
て
い
る
時
、
畔
を

だ
い
ぶ
削
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

 

早
く
１
人
前
に
な
る
こ
と
で
す
。

高
たか

　橋
はし

　敦
あつ

　嗣
し

さん
昭和61年７月４日生

玉葱

Ｑ
１　

趣
味
は
？

 

ド
ラ
イ
ブ

Ｑ
２　

農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？
 

知
人
の
紹
介
で
。

Ｑ
３　

農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

 

楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
と
こ
ろ
。

Ｑ
４　

仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

 

社
長
の
教
え
が
良
い
の
で
あ
り
ま
せ

ん
。
な
に
か
？

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

 

松
下
祐
司
。

東
ひがし

　野
の

　克
かつ

　樹
き

さん
平成５年11月27日生

Ｑ
１　

趣
味
は
？

 

野
球
・
ス
キ
ー

Ｑ
２　

農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

 

忙
し
く
働
く
家
族
の
助
け
に
な
り
た

か
っ
た
。

Ｑ
３　

農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

 

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
作

物
が
１
日
ご
と
に
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
す

る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

Ｑ
４　

仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

 

軽
ト
ラ
を
田
ん
ぼ
に
落
と
し
た
。

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

 
父
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

お忙しい中で
　　取材にご協力頂き、

ありがとうございました。

水稲・花卉
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７
月
28
日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤
花

に
て
名
寄
市
農
業
担
い
手
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
加
藤
剛
士
名
寄
市
長
や
Ｊ
Ａ

道
北
な
よ
ろ
種
田
芳
雄
代
表
理
事
専
務

の
ほ
か
、
新
規
就
農
者
や
若
手
農
業
者

な
ど
多
数
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
日
本
で
は
農
家
戸
数
の
減
少

や
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
で
経
営
の
担

い
手
不
足
が
進
み
、
優
れ
た
担
い
手
の

育
成
及
び
確
保
は
農
業
の
発
展
だ
け
で

な
く
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
上

で
、
重
要
な
課
題
で
す
。
名
寄
市
は
農

業
が
基
幹
産
業
で
も
あ
り
同
様
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
た
め
、
若
い
農
業
担
い

手
や
新
規
就
農
者
の
農
業
経
営
や
地
域

活
動
を
一
層
助
長
し
よ
う
と
、
毎
年
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
新
規
就
農
者
６
名
（
風
連

地
区
４
名
、
名
寄
地
区
２
名
）
の
方
々

に
は
種
田
代
表
理
事
専
務
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
に
激
励
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新

規
就
農
者
は
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ

「
ま
だ
ま
だ
経
験
は
浅
い
が
、
担
い
手

と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
意
欲
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
部
で
は
、
当
地
区
の
先
輩
農

業
者
と
し
て
智
恵
文
地
区
の
北
野
裕
介

氏
に
よ
る
「
就
農
９
年
目
、
培
っ
て
き

た
も
の
」
と
、
名
寄
地
区
の
水
間
健
詞

氏
に
よ
る
「
機
械
作
業
最
適
化
へ
の
挑

戦
」
の
２
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
熱
く
語
ら
れ
る
中
、
新
規

就
農
者
の
み
な
ら
ず
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
る
方
も
多
数
見
ら
れ
ま
し

た
。

平
成
平
成
2626
年
度
年
度　　

農
業
担
い
手
交
流
会
開
催

農
業
担
い
手
交
流
会
開
催
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名
寄
金
融
共
済
事
務
所　

名
寄
金
融
共
済
事
務
所　

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る

　

平
成
26
年
６
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
道
北
な

よ
ろ
名
寄
金
融
共
済
事
務
所
地
鎮
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
鎮
祭
に
は
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
中
島

道
昭
代
表
理
事
組
合
長
、
名
寄
市
加
藤

剛
士
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
な
ど
約

46
人
が
出
席
し
、
作
業
の
安
全
を
祈
願

致
し
ま
し
た
。
現
在
の
名
寄
支
所
は
昭

和
37
年
に
建
設
さ
れ
、
長
い
間
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域

に
貢
献
で
き
る
店
舗
に
な
る
よ
う
11
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
着
工
し
ま
し

た
。
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５
月
29
日
、
名
寄
市
の
中
央
小
学
校

児
童
に
よ
る
田
植
え
体
験
が
、
風
連
地

区
の
上
口
忠
さ
ん
の
水
田
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
学
ぼ
う
と

計
画
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
で
農
業

を
営
ん
で
い
る
上
口
さ
ん
か
ら
水
田
の

一
部
を
借
り
、
う
る
ち
米
「
な
な
つ
ぼ

し
」
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
上

口
さ
ん
か
ら
田
植
え
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
早
速
は
だ
し
に
な
っ
て
水
田
の
中

へ
入
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
泥
だ
ら
け
に
な
り
何
度
も
転

び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、「
お
い
し

く
な
ー
れ
」と
言
い
な
が
ら
苗
を
植
え
、

食
物
づ
く
り
の
喜
び
や
苦
労
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

５
月
30
日
、
市
営
牧
場
で
入
牧
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
が
良
く
家

畜
車
で
運
ん
で
き
た
牛
を
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
入
牧
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
牧
場
に
放
さ
れ
た
約

１
０
０
頭
の
牛
は
青
草
を
食
べ
広
い
草

地
で
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
入
牧
さ
れ
た
牛
は
、
退
牧
時
に
は

ひ
と
ま
わ
り
も
ふ
た
ま
わ
り
も
大
き
く

な
っ
て
農
家
の
元
へ
帰
る
予
定
で
す
。

上
口
農
場
田
植
え
体
験
教
室

上
口
農
場
田
植
え
体
験
教
室

名
寄
市
営
牧
場　

入
牧

名
寄
市
営
牧
場　

入
牧
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今
号
の
表
紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
名
寄
市
智
恵
文

で
農
業
を
営
ん
で
い
る
及
川
勇
一
さ

ん
一
家
で
す
。

（
右
か
ら
）

　
（
子
）
勇
輝
く
ん

　
（
子
）
勇
翔
く
ん

　
（
妻
）
綾
さ
ん

勇
一
さ
ん

の
４
人
家
族
で
す
。

（
主
な
作
付
品
目
）

メ
ロ
ン
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
南
瓜

　
ア
ス
パ
ラ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

　

８
月
３
日
、
名
寄
市
天
塩
川
特
設
会
場
に
て
、
て
っ
し
名

寄
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、一
般
社
団
法
人
名
寄
青
年
会
議
所（
理

事
長
木
賀
義
友
氏
）
の
要
請
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青

年
部
（
部
長
遠
藤
貴
広
氏
）
部
員
に
よ
り
、
焼
き
鳥
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
タ
レ
ン
ト
の
泉
谷
し
げ
る
氏
を
招
き
、
ギ
タ
ー

に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
お
客
様
も

ラ
イ
ブ
や
花
火
を
楽
し
み
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
本
町
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
、
第
１
回
ふ
う
れ

ん
青
空
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
風
連
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
農
協
青
年

部
風
連
支
部
と
風
連
農
民
連
盟
青
年
部
の
方
々
が
育
て
た
地

元
の
野
菜
が
提
供
さ
れ
、
風
連
商
工
会
女
性
部
の
方
々
が
中

心
に
な
っ
て
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
ピ
ー
マ
ン
・
ト

マ
ト
・
に
ん
に
く
・
ス
イ
カ
な
ど
が
並
び
、
開
店
20
分
前
に

は
、
す
で
に
お
客
さ
ん
が
並
ぶ
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し

た
。
第
２
回
ふ
う
れ
ん
青
空
市
の
開
催
は
９
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
本
町
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

て
っ
し
名
寄
ま
つ
り
開
催

て
っ
し
名
寄
ま
つ
り
開
催

第
一
回
ふ
う
れ
ん
青
空
市
開
催

第
一
回
ふ
う
れ
ん
青
空
市
開
催
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７
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
名
寄

支
所
大
会
議
室
に
て
安
全
衛
生
講
習
会

及
び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
組
合
員
や
職
員

が
参
加
し
、
ま
ず
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
奥

山
総
務
課
長
よ
り
労
働
災
害
防
止
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
旭
川
株

式
会
社
旭
川
営
業
所
の
大
垣
次
長
よ
り

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
労
働
災
害
の

防
止
対
策
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

労
働
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
、
参
加

さ
れ
た
組
合
員
や
職
員
は
講
師
の
方
々

の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
有
意
義
な

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
風
連
地
区
に
お
い
て
水

稲
に
係
わ
る
青
空
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
普
及
セ
ン
タ
ー
の
細
川
係
長
か

ら
は
、
水
田
移
植
後
の
栽
培
管
理
に
つ

い
て
、
実
際
に
水
田
か
ら
株
の
抜
き
取

り
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
今
後
の
栽

培
管
理
の
注
意
点
な
ど
を
説
明
頂
き
ま

し
た
。
水
管
理
の
重
要
性
や
、
病
害
虫

防
除
の
注
意
点
等
に
参
加
者
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
寺
島
主
任
か
ら
は
、
農
作

業
安
全
に
つ
い
て
、
主
に
草
刈
り
時
に

お
い
て
の
注
意
点
や
、
農
薬
に
関
す
る

注
意
点
等
を
お
話
し
頂
き
、
農
作
業
安

全
の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
い
ま
し

た
。

安
全
衛
生
講
習
会
及
び

安
全
衛
生
講
習
会
及
び

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
安
全
講
習
会

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
安
全
講
習
会

風
連
地
区　

青
空
講
習
会

風
連
地
区　

青
空
講
習
会
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７
月
14
日
、
道
北
な
よ
ろ
農
協
南
瓜

選
果
施
設
・
健
康
の
森
に
て
、
Ｊ
Ａ
北

ひ
び
き
農
協
青
年
部
・
Ｊ
Ａ
北
は
る
か

農
協
青
年
部
を
招
き
、
青
年
部
宗
谷
線

ブ
ロ
ッ
ク
夏
期
研
修
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
道
北
な
よ
ろ
農
協
青
年
部

遠
藤
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

道
北
な
よ
ろ
農
協
南
瓜
選
果
施
設
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
部
員
か
ら
は

選
果
機
械
に
対
し
て
の
質
問
が
活
発
に

出
さ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　

南
瓜
選
果
施
設
の
見
学
後
、
健
康
の

森
に
て
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
と
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
親
睦
の
た

め
に
参
加
部
員
を
他
青
年
部
関
係
な
く

２
チ
ー
ム
に
分
け
て
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
試
合
開
始
と

同
時
に
威
勢
の
良

い
掛
け
声
が
飛
び

交
い
、
汗
を
流
し

元
気
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
名
寄
市
北
国
博
物
館
に

て
、
子
供
向
け
夏
休
み
体
験
講
座
イ
ベ

ン
ト
「
昔
の
遊
び
を
体
験
し
よ
う
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
子
供
達
12

名
が
参
加
し
、
現
代
の
子
供
達
に
懐
か

し
い
昭
和
時
代
の
遊
び
、
お
手
玉
・
竹

馬
・
コ
マ
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
企
画
で
、
そ
の
中
で
青
年
部
が

ド
ン
菓
子
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
ド

ン
菓
子
の
見
せ
場
で
あ
る
、
出
来
上
が

る
時
の
「
ド
ン
」
と
い
う
音
に
子
供
達

は
驚
い
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。

青
年
部
宗
谷
線
ブ
ロ
ッ
ク
夏
期
研
修

青
年
部
宗
谷
線
ブ
ロ
ッ
ク
夏
期
研
修

名
寄
市
北
国
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

名
寄
市
北
国
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

ド
ン
菓
子
実
演

ド
ン
菓
子
実
演
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　８月１日、ＪＡ道北なよろ女性部夏期研修会に参加させていただき
ました。
　この夏期研修会は女性部活動では初の試み！行き先は美瑛・富良野
方面へ日帰りの視察ということで風連支部から４名、名寄支部から５
名、智恵文支部から６名の参加、そして農協より事務局３名での研修
でした。

　例年行われている新年会や総会で、他の支部の方々と顔を合わせた事はありますが、私は顔と名前
を覚えるのが苦手なこともあり、少しでも交流して距離を縮められたら！と言う思いがあり、バスの
中での自己紹介タイムを提案しました。
　支部名と名前、耕作している作物、趣味を話すと言う事で多少照れはありましたが、和気あいあい
とした雰囲気になり盛り上がってとても良かったと思います。
　皆さんが打ち解けたところで、美瑛に到着。最初の視察先である
トリックアート美術館に行きました。ここは平面に書いてある絵が
立体的に浮かびあがって見え、見る角度によっては見え方が違って
見える！という、不思議な美術館です。みなさんで写真を取り合い
ながら、楽しく観覧しました。
　昼食はカルビーポテト直営のレストランで、素揚げしたジャガイ
モの入ったカレーライスを食べました。ポテトサラダには、カルビーのお菓子ジャガリコが入っていて、
とても不思議な食感でした。ジャガイモづくしのメニューでお腹いっぱいになりました。珍しいお菓
子も売っていました！「ジャガＪ」と言うお菓子です！家へお土産に買って帰ると「これ、今なかな
か手に入らないよ !!!」と絶賛されました！とても美味しいお菓子でした。
　次に、美瑛選果という美瑛農協が運営するお店に行きました。旬の野菜や加工品、お土産、スイー
ツなどたくさんの商品が棚を並べていました。お土産の中にスイートコーンや小豆、牛乳などのフリー
ズドライのお菓子が売っており、味も素材そのものを生かしていてとてもおいしく、発想が面白いと思いました。
店頭で販売されている野菜もその場で切り分けて試食させてくれたりと、消費者の気持ちを考えた売り方も良
かったです。
　その後、美瑛のゼルブの丘に寄って、花畑を眺めてきました。この日の美瑛はものすごく蒸し暑く、丘の上ま
で歩くのが徒歩では距離があったので、一人500円で、係員の方が運転してその後ろに荷台がついているゴーカー
ト？みたいな乗り物に乗って、園内を一周して景色を眺めてきました。風がとても気持ち良く景色もよくみえて、
しかも歩かなくてよかったので、ラクができてよかったです！大勢で行かないと、なかなか乗る機会がないです
よね（笑）とても楽しかったです。
　視察の帰り道の途中、東鷹栖の田園アートを見に寄ってくれました。これはお見
事 !!! 素晴らしかったです！話を聞くと、この色は稲に色をつけたのではなく、全
て稲の品種を変えて色分けして絵を描いているものでした！植える時の苦労、そ
して収穫時もすべて品種ごとに収穫するので手作業でやると聞いて驚きました！
　初の試みとなる夏期研修会はとても充実した１日でした。朝早い集合で、私は
仕事を終わらせてから行ったので寝不足で疲れていたはずでしたが、終始バスの中ではずっとおしゃべりしてい
ました（笑）初めてお会いした方とも気軽にお話できて本当にとても楽しかったです。私の事をこの研修で覚え
てくれても、物覚えの悪い私はどこかでお会いしても ??? な感じかもしれませんが、研修で一緒でしたよ！と街
で会ったら気軽に声をかけてくださいね！
　また　このような研修会があれば是非積極的に参加したいと思いますので皆さんどうぞよろしくお願いしま
す！稲作、畑作、畜産と分野は違っていて色々な話が聞けると、とても楽しいです。是非来年の夏期研修会はもっ
と多い人数で行きたいですね！
　引率してくださった事務局の皆さん、多様な行程を練ってくれたり、手配していただいたり、あちこちでカメ
ラマンになってくれたりと色々とお世話になりました。とても楽しい研修会でした。次は１１月に１泊の研修視
察があるので、都合がつけば是非参加したいと思います。他の部員の皆さんも是非お友達を誘ってご参加くださ
い！

Ｊ
Ａ
女
性
部
夏
期
研
修
会
に
参
加
し
て

Ｊ
Ａ
女
性
部
夏
期
研
修
会
に
参
加
し
て

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部
智
恵
文
支
部　

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部
智
恵
文
支
部　

佐　

藤　

由　

香

佐　

藤　

由　

香
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風
連
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会

風
連
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会　　

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

７
月
18
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
風
連
地
区
ふ

れ
あ
い
交
流
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様
と
そ
の
家

族
・
友
人
等
、
約
２
５
０
名
の
方
々
に

お
越
し
頂
き
ま
し
た
。当
日
会
場
で
は
、

ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
等
の
飲
み
物
に
加

え
て
、
鳥
串
や
お
に
ぎ
り
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
や
た
こ
焼
き
等
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
鳥
串
と
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
を
焼
く
作
業
を
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ

ろ
青
年
部
風
連
支
部
（
支
部
長
神
田
勇

一
郎
氏
）
と
風
連
町
農
民
連
盟
青
年
部

（
委
員
長
斉
藤
覚
氏
）
の
役
員
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
中
島
組
合
長
の
乾
杯
を

合
図
に
幕
が
開
き
、
当
日
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
、
２
６
０
本
余
り
の
景
品
が
用
意
さ

れ
、
旬
の
味
覚
や
、
給
油
券
・
肥
料
・

屋
根
ビ
ニ
ー
ル
等
の
生
産
資
材
関
連
商

品
、
軽
ト
ラ
タ
イ
ヤ
や
ノ
ン
フ
ラ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
当
選
ナ
ン
バ
ー
が
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
変
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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名
寄
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会

名
寄
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会　　

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

７
月
17
日
、
名
寄
市
よ
ろ
ー
な
に

て
、
名
寄
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員

の
皆
様
と
そ
の
家
族
・
友
人
等
、
約

１
２
０
名
の
方
々
に
お
越
し
頂
き
ま
し

た
。
名
寄
地
区
で
は
、
毎
年
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
風
連
、
智
恵
文
と
同
様
に
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
で
は
、
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー

ス
等
の
飲
み
物
に
加
え
て
、
ザ
ン
ギ
や

お
に
ぎ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
た
こ

焼
き
、
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
販
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
中
島
組
合
長
の
乾
杯
を

合
図
に
幕
が
開
き
、
当
日
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
、
１
０
０
本
余
り
の
景
品
が
用
意
さ

れ
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
生
活
用
品
や
、

堆
肥
・
屋
根
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
生
産
資

材
関
連
商
品
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
番
号
が
呼
ば
れ
る
た
び

会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
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智
恵
文
地
区

智
恵
文
地
区　　

ふ
る
さ
と
祭
り

ふ
る
さ
と
祭
り

　

７
月
12
日
、
智
恵
文
地
区
の
組
合
員

の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
と
し
て
、
農
業
倉

庫
に
お
い
て
、
智
恵
文
地
区
ふ
る
さ
と

祭
り
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様
お

よ
び
そ
の
家
族
・
友
人
等
、
２
０
０
名

以
上
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
青
年
部
智

恵
文
支
部
が
主
体
と
な
っ
て
、「
地
域

の
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
イ
ベ
ン

ト
」
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
頂
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
智
恵
文
支
部
の
清

水
支
部
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
種
田
専

務
の
挨
拶
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。
会
場

で
は
皆
様
コ
ン
ロ
を
囲
ん
で
、
話
を
弾

ま
せ
な
が
ら
焼
肉
を
行
い
、
他
に
も
青

年
部
に
よ
る
ピ
ザ
・
ビ
ー
ル
等
の
販
売
、

子
供
向
け
露
店
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
智
恵
文
小
学
校
の
皆
様
に

よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
行
わ
れ
た

後
、
毎
年
お
楽
し
み
の
大
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
大
盛
況
の
な
か
閉
会
さ
れ
ま
し

た
。
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７
月
23
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
27
回
年
金

友
の
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
道
北
な
よ
ろ
農
協
年
金
友

の
会
（
会
長
安
達
住
義
氏
）
の
挨
拶
で

開
会
さ
れ
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
な

ら
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
で
は
懇
親
会
が
行
わ

れ
、オ
ー
ド
ブ
ル
を
囲
み
話
を
弾
ま
せ
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
会
場
全
体
が
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、
大
盛
況
の
な
か
閉
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
、風
連
地
区
（
西
町
公
園
。

駅
前
通
り
）
に
て
、
風
連
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
36
回
を
迎

え
た
今
年
も
、
毎
年
恒
例
で
あ
る
名
寄

市
も
ち
米
生
産
組
合
風
連
支
部
・
う
る

ち
米
生
産
組
合
に
よ
る
も
ち
つ
き･
も

ち
ま
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
家

族
や
友
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
行
灯

は
、
担
ぎ
手
た
ち
の
威
勢
よ
い
掛
け
声

と
、
太
鼓
や
笛
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら

歩
き
、
ま
つ
り
を
最
高
潮
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

第第
2727
回　

年
金
友
の
会　

定
期
総
会

回　

年
金
友
の
会　

定
期
総
会

風
連
ふ
る
さ
と
ま
つ
り　

開
催

風
連
ふ
る
さ
と
ま
つ
り　

開
催
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８
月
７
日
、
風
連
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
風
連
地

区
年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
の
た
め
、
室
内
で
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ボ
ー
ル

の
代
わ
り
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ボ
ー
ル
代

わ
り
に
使
用
し
、
う
ま
く
転
が
ら
な
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
下
記
の

通
り
で
す
。

　

男
性
の
部

１
位　

西　

村　

雄　

市
（
新
生
町
）

２
位　

佐　

藤　
　
　

豊
（
豊　

里
）

３
位　

牧　

野　

政　

雄
（
北
栄
町
）

　

女
性
の
部

１
位　

榊　

原　

ヒ
デ
子
（
中　

央
）

２
位　

西　

村　

多
美
子
（　

旭　

）

３
位　

高　

尾　

綾　

子
（
西
風
連
）

　

７
月
13
日
、
な
よ
ろ
健
康
の
森
に
て

第
13
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
・
Ｊ
Ａ
共
済
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
組
合
長
の
始
球
式
に
よ
り
開

か
れ
、
参
加
し
た
方
々
は
和
気
あ
い
あ

い
と
コ
ー
ス
を
回
り
、
一
打
一
打
に
気

合
を
込
め
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

結
果
は
下
記
の
通
り
で
す
。

あかげら
コース 男性の部 女性の部

優　勝 山　﨑　健　二 林　　　静　枝
準優勝 新　井　隆　宏 渡　邊　ミサ子
３　位 和泉田　春　男 水　間　公　子
４　位 吉　田　清　孝 石　山　夕起子
５　位 南　川　正　行 本　谷　　　奴
えんれい
コース 男性の部 女性の部

優　勝 阿　部　祐　通 宗　片　袈裟子
準優勝 近　川　登　治 藤　田　政　子
３　位 水　間　政　光 斉　藤　倶　子
４　位 中　山　富　男 山　壁　優美子
５　位 木　原　仁　史 松　田　信　子

風
連
地
区　

年
金
友
の
会

風
連
地
区　

年
金
友
の
会パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

第第
1313
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
・
Ｊ
Ａ
共
済

回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
・
Ｊ
Ａ
共
済

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
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タ
テ
の
カ
ギ

１　

テ
ン
ト
を
張
っ
て
野
外
生
活
を
す

る

２　

海
に
浮
か
ぶ
○
○
の
ア
イ
ラ
ン

ド
・
リ
ゾ
ー
ト

３　

泳
げ
な
い
人
は
こ
れ
を
忘
れ
ず
に

５　

ヤ
マ
メ
が
釣
れ
る
よ
う
な
き
れ
い

な
川

６　

昨
年
、
式
年
遷
宮
を
行
っ
た
三
重

県
の
○
○
神
宮
に
参
拝

８　

海
で
○
○
○
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
き

り
楽
し
も
う

９　

ハ
チ
が
集
め
る
甘
い
○
○
の
ビ
ン

詰
め
を
お
土
産
に

10　

施
設
全
体
が
地
面
に
埋
め
ら
れ
て

い
る
香
川
県
の
○
○
○
○
美
術
館

を
見
学

13　

年
に
数
回
、
海
中
か
ら
○
○
○
が

現
れ
る
沖
縄
の
八や

び

し

重
干
瀬
へ

15　

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
使
用
○
○
○
を

と
る

17　

名
所
を
回
っ
て
く
れ
る
大
型
自
動

車

18　

観
光
牧
場
で
乗
る
こ
と
も
で
き
る

大
き
な
鳥

20　

野
外
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も
活
躍

す
る
取
り
分
け
用
の
箸

22　

朝
は
早
起
き
し
て
○
○
○
体
操

24　

地
元
の
○
○
○
○
を
祀ま
つ

る
神
社
の

祭
礼

25　

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
宿
泊
用
の
○
○

29　

自
家
用
車
は
○
○
○
に
し
ま
っ
て

電
車
で
遠
出

30　

民
話
の
里
、
遠
野
の
あ
る
県

31　

温
泉
な
ど
の
入
浴
設
備
が
あ
る
部

屋

33　

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
見
た

い
生
物

34　

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
の
○
○
○
は
大

小
い
ろ
い
ろ

36　

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
よ
う
な
○
○

○
に
欠
け
る
行
為
は
つ
つ
し
む

38　

バ
カ
ン
ス
法
で
長
期
休
暇
が
○
○

○
化
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

40　

ピ
ン
の
い
ち
ば
ん
近
く
に
寄
せ
た

人
が
も
ら
え
る
ゴ
ル
フ
の
○
○
ピ

ン
賞

42　

自
然
の
中
を
歩
く
人
気
レ
ジ
ャ
ー

44　

三
十
六
景
で
有
名
な
富
士
山
の
呼

び
名
の
ひ
と
つ

47　

期
間
限
定
乗
り
放
題
で
○
○
す
る

Ｊ
Ｒ
の
フ
リ
ー
パ
ス

49　

観
光
地
○
○
○
で
値
段
が
高
い
の

は
仕
方
が
な
い

51　

旅
行
代
理
店
に
切
符
の
手
配
を
○

○
○
す
る

52　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
場
所
は
こ

こ

53　

庭
園
に
点
々
と
置
か
れ
た
歩
行
用

の
石 

55　

○
○
○
の
よ
う
に
ホ
ウ
キ
に
ま
た

が
っ
て
ど
こ
か
へ
行
き
た
い

56　

二
人
で
運
転
を
○
○
○
○
し
な
が

ら
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ

57　

世
界
○
○
○
の
屋
久
島
で
縄
文
杉

を
見
る

59　

初
対
面
の
人
と
の
○
○
○
も
は
ず

む
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

61　

博
物
館
で
縄
文
や
弥
生
の
○
○
を

鑑
賞

62　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
○
○
に
合
っ
た

靴
を
は
い
て

63　

ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
な
ら

ビ
ー
ル
は
ビ
ン
よ
り
○
○
が
便
利

65　

釣
っ
た
魚
を
入
れ
る
籠か
ご

正解者の中から抽選で５名様に正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント !!「商品券」をプレゼント !!

解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（FAXでも受付しております。）

01655-3-4037
【応募締め切り・発表】

平成26年11月末日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしてます！

株式会社コスミック出版
「クロスワード太郎」より

楽しめ、バカンス !!
クロスワードクロスワード　　

楽しめ、バカンス !!楽しめ、バカンス !!
クロスワードクロスワード　

解答欄

クロスワードを解きＡ～Ｉをつないだ言葉を答えて下さい。

A B C D E F G H I

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16

17 18 19 20

C
21 22

G

23

B

24 25

26 27 28

F

29

30 31 32 33 34

35 36

A

37 38

39 40 41 42

E

43 44 45

46 47 48 49 50 51

52 53 54 55 56

57 58 59 60 61

62 63 64 65

D

66

H
67

I

68 69
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ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

早
朝
に
○
○
○
○
し
て
ご
来
光
を

拝
む

４　

○
○
○
動
物
と
出
会
え
る
サ
フ
ァ

リ
パ
ー
ク

７　

山
中
で
は
こ
こ
を
通
っ
て
移
動

11　

行
き
た
い
の
は
海
？　

そ
れ
と
も

○
○
？

12　

○
○
が
発
生
し
た
ら
フ
ォ
グ
ラ
ン

プ
を
点
灯
し
よ
う

14　

吉
野
ヶ
里
○
○
○
で
古
代
の
ロ
マ

ン
を
味
わ
う

16　

海
外
の
別
荘
で
○
○
○
な
バ
カ
ン

ス

17　

カ
ヤ
ッ
ク
で
上
流
か
ら
下
流
へ
と

○
○
○
○
○ 

19　

バ
カ
ン
ス
に
か
け
る
○
○
○
は
多

い
ほ
ど
い
い

21　

旅
行
案
内
を
見
な
が
ら
バ
カ
ン
ス

の
○
○
○
を
練
る

23　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
を
結
ぶ

こ
の
海
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

25　

香
り
の
い
い
○
○
を
た
い
て
気
分

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

26　

列
車
の
発
車
○
○
○
を
確
認

27　

緊
急
の
○
○
○
に
備
え
て
旅
先
の

連
絡
先
を
教
え
て
お
く

28　

馬
が
ひ
く
○
○
○
に
乗
っ
て
レ
ト

ロ
な
観
光

30　

○
○
○
の
成
分
が
含
ま
れ
た
温
泉

に
入
っ
て
疲
れ
を
癒
や
す

31　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
○
○
の
登
板
す
る

試
合
を
見
に
ア
メ
リ
カ
へ 

32　

考
古
学
の
○
○
○
○
が
書
い
た
本

を
手
に
古
代
文
明
の
地
を
訪
ね
る

35　

有
名
な
○
○
○
も
出
演
す
る
夏

フ
ェ
ス
に
行
く

36　

秋
に
は
紅
葉
す
る
○
○
○
も
夏
は

鮮
や
か
な
緑
色

37　

観
光
地
で
○
○
○
豊
か
な
ご
当
地

キ
ャ
ラ
に
会
う

39　

高
原
の
○
○
○
コ
ー
ト
で
庭
球
の

試
合

41　

大
の
字
に
な
っ
て
寝
転
び
た
い
草

の
生
え
た
土
地

43　

リ
ゾ
ー
ト
地
で
は
○
○
な
か
っ
こ

う
で
も
入
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多

い

45　

東
京
な
の
に
南
国
気
分
、
○
○
諸

島
の
八
丈
島

46　

日
差
し
の
強
い
場
所
で
は
ス
キ
ン

○
○
も
大
事

48　

水
族
館
で
○
○
○
の
曲
芸
を
観
覧

50　

観
光
○
○
○
の
案
内
で
名
所
を
巡

る

52　

○
○
○
○
の
高
い
老
舗
旅
館
は
客

の
ほ
う
が
緊
張
す
る

54　

源
頼
朝
が
幕
府
を
開
い
た
神
奈
川

県
の
古
都

57　

○
○
を
登
る
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ

58　

黄
金
の
輝
き
を
放
つ
京
都
の
名
所

60　

飛
行
機
を
使
え
ば
海
外
リ
ゾ
ー
ト

へ
の
短
時
間
で
○
○
○

62　

バ
カ
ン
ス
の
時
は
○
○
は
ゆ
っ
く

り
寝
て
い
た
い

63　

祭
り
の
屋
台
で
わ
た
あ
め
や
た
こ

焼
き
を
○
○
○
○
す
る

64　

デ
ジ
カ
メ
や
懐
中
電
灯
用
の
○
○

の
バ
ッ
テ
リ
ー
も
忘
れ
ず
に

66　

暑
い
南
か
ら
涼
し
い
○
○
へ

67　

地
面
に
座
る
時
に
は
敷
物
代
わ
り

に
読
み
終
え
た
こ
れ
を
敷
い
て
も

い
い

68　

温
泉
の
熱
で
熱
帯
植
物
や
は
虫
類

を
育
て
る
静
岡
県
の
熱
川
バ
ナ
ナ

○
○
園

69　

乗
馬
す
る
時
に
馬
の
背
に
置
く

◎
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
９
才
の
息
子
と

協
力
し
て
解
答
し
ま
す
。

　
「
あ
ー
で
も
な
い
、
こ
ー
で
も
な

い
」
の
や
り
取
り
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

次
回
も
協
力
し
て
頑
張
り
ま
す
。

風
連
町　

山
口　

絵
理

☆
挑
戦
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
広
報
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
を
初
め
て

拝
見
し
ま
し
た
。食
に
興
味
が
あ
り
、

農
家
の
方
々
の
努
力
で
成
り
立
っ
て

い
る
事
に
頭
が
下
が
り
ま
す
、
こ
れ

か
ら
も
地
産
地
消
を
応
援
し
ま
す
。

風
連
町　

山
田　

ゆ
か
り

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
頂
け
る
と
大
変
う

れ
し
い
で
す
。

◎
今
年
も
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。

熱
中
症
等
に
気
を
付
け
て
農
作
業
を

頑
張
る
毎
日
で
す
。

風
連
町　

村
上　

武
治

☆
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
体
調
管
理
に

は
十
分
気
を
付
け
て
こ
れ
か
ら
も
農
作
業

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
６
月
、
天
候
が
安
定
せ
ず
、
田
ん

ぼ
の
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

７
月
に
入
り
い
つ
も
の
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
豊
作
を
祈

り
ま
す
。

名
寄　

児
玉　

洋
一
郎

☆
本
当
に
６
月
は
天
候
が
安
定
し
な
い
日

が
続
き
ま
し
た
ね
。
豊
作
の
秋
に
な
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
今
年
は
辛こ
ぶ
し夷
の
花
が
見
事
に
咲
き

ま
し
た
。
花
の
多
い
年
に
不
作
は
な

い
と
聞
い
て
居
り
ま
す
。
豊
穣
の
秋

が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
、
今

年
も
例
年
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
せ

う
。

智
恵
文　

斉
藤　

薫

☆
今
年
も
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
の
で
、

体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、
豊
穣
の
秋
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
!!

前
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ズ
ル
の
答
え

ジ
ョ
シ
ノ
カ
ツ
ヤ
ク

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
五
名

の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

大
久
保
七
海
（
風　

連
）

山
口　

敏
子
（
風　

連
）

山
中　

桔
平
（
風　

連
）

佐
藤　

初
子
（
名　

寄
）

廣
島　

秀
子
（
名　

寄
）

声

の

広

場

声

の

広

場
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理
事
会
の
経
過

第
四
回
理
事
会

開
催
日　

六
月
二
日

一
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
職
制
規
程
及
び
支
所
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

三
、
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

四
、
自
己
査
定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ
の
貸
付
に

つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

五
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

貸
付)

に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

六
、
平
成
二
十
六
年
産
米
の
出
荷
契
約
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
五
回
理
事
会

開
催
日　

六
月
二
十
八
日

一
、
定
期
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　

監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
個
人
情
報
保
護
に
係
る
内
部
監
査
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

三
、
職
員(

準)

就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

四
、
資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

五
、
理
事
と
の
契
約(

貸
付)

に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

六
、十
六
号
倉
庫
低
温
設
備
工
事
の
指
名
競
争
入

札
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

七
、
固
定
資
産
・
リ
ー
ス
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
平
成
二
十
七
年
度
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入

事
業
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
六
回
理
事
会

開
催
日　

七
月
三
十
日

一
、
経
理
規
程
等
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
六
年
産
く
ず
米
・
雑
穀
予
約
推
進

に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

三
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

委
託)
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

四
、
青
果
物
の
早
期
概
算
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
出
資
平
準
化
等
推
進
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
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７月　１日
１６日
２５日
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２５日
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固定資産監査
棚卸監査
第４回定例理事会
～１９日
　第一　四半期監事監査
第３回購買委員会
第３回営農委員会
第５回定例理事会
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第６回定例理事会
棚卸監査
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当
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〜
大
変
お
世
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に
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り
ま
し
た
〜
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　平素、当組合の各事業にご理解ご協力をいただきまして、誠にありがとうござ
います。
　当組合の定款の規定により、組合員の皆さまに組合員資格の変更の有無につい
てご確認をお願いしております。
　つきましては、下記の事項をご確認の上、組合員資格の変更がありましたら、
お手数ですが組合員加入いただきました当組合の本支所窓口にて手続きをお願い
致します。
　なお、お手続きの際には、運転免許証や保険証などご本人の確認ができる公的
書類と印鑑をご持参下さい。

記

●正組合員資格
①50アール以上の土地を耕作されており、その耕作する土地又
は住所がこの組合の地区内にある方

②１年のうち100日以上農業に従事されており、その住所がこの
組合の地区内にある方

③農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が300人を超え、
かつ、その資本の額又は出資の総額が３億円を超える法人を除
く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地が当組合
の地区内にある法人

●准組合員
①組合の事業を利用される方で、その方の住所が組合の地区内に
ある方

②当組合の地区内に勤務地がある方で、当組合の事業を継続して
ご利用されている方

③当組合の地区外に住所がある方で、当組合の事業を継続してご
利用されている方

組合員資格確認のお願い組合員資格確認のお願い
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ＪＡ道北なよろ
メカニックセンター

車検・定期点検・一般整備・板金塗装・農機修理

名寄市風連町仲町９－15

☎０１６５５－３－２１６８

貴方の　　　　　　　　、定期点検で

安心・安全を確認しませんか！？

車検・定期点検
　　　　　一般整備

のご相談を、お受けしております

整備料金等については、

ご相談ください
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。
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～名寄市農業振興センターからのお知らせ～～名寄市農業振興センターからのお知らせ～

土壌診断室より　～土壌診断値の傾向と分析のすすめ～

　平素、名寄市農業振興センターの土壌診断をご利用いただきありがとうございます。
　今回は、最近の土壌診断値の傾向について抜粋してご報告いたします。

（Ｈ25年４月～26年７月受付のデータまとめ）
１．水稲温床について

　右のグラフのとおり、pHでは 4.5～5.0 の適正値のサンプルが約1/3となっています。また、
リン酸とカリが蓄積しているサンプルが非常に多く見ら
れます。　特にリン酸では9割以上が適正値の20mg（土
100ｇ当たり）をオーバーしており、中には基準値上限
の10倍を超える 200mg超の蓄積土壌も散見されます。
　pHが基準値を外れていたり、リン酸などが過剰に蓄
積し土の成分バランスが崩れることで育苗時の生育不良
につながります。健苗を育てるためには、チェックと対
策が必要です。
● pHの矯正によく使用される硫黄粉や炭カルは、施用後の効果が出るまでに時間がかかり
ます。来春の種まき直前に改良しようとしても、時間が足りずに間に合わないことが多い
ので、今年中にpHを測定し、改良しておくことが必要です。遅くとも９月初旬に改良を
終え、降雪前にpHをチェックして来年の準備を整えて冬を迎えましょう。

●リン酸が過剰に蓄積すると、苦土など他の成分が吸収されにくくなり、生育不良の一因と
なります。対策としては、深耕によって作土層のリン酸をうすめることや、リン酸を含ま
ない肥料の施用など、年数をかけて段階的に対策をして改良していくことが必要です。

　今年の水稲苗やえん麦の生育が悪かった、３年以上pH測定をしていない、一般診断（リン酸、
カリ等の肥料成分測定）をしたことがない、という方は一度診断することをお勧めします。

水稲温床サンプル　分析数値分布

pH
（4.5～5.0）

低い 38％

適正 33％

高い 29％

リン酸
（10～20）

低い ３％　

適正 ３％　

高い 94％

カリ
（15未満）

低い
適正 ３％　

高い 97％

２．露地作物について（南瓜・スイートコーンを抜粋）

　両品目とも、pHでは6.0未満の「低い」が多く、約７割を占めています。低pHにより根の伸
長が阻害されるなど、生育に影響が出ることが懸念されます。中にはpH４台や５前半のサンプ
ルも相当数見られるため、圃場に合わせて段階的に基準値に近づけていくことが必要です。
　リン酸、カリについても基準値を超えているサンプルが多くみられます。減肥銘柄の肥料を使
用するなどして過
剰な成分を減肥
し、土のバランス
をとると共に肥料
代の効率化を図り
ましょう。

スイートコーンサンプル　分析数値分布
pH

（6.0～6.5）

低い 82％

適正 18％

高い ２％

リン酸
（15～30）

低い ６％

適正 26％

高い 68％

カリ
（15～30）

低い ８％　

適正 34％

高い 58％

南瓜サンプル　分析数値分布
pH

（6.0～6.5）

低い 68％

適正 18％

高い 14％

リン酸
（15～30）

低い ３％

適正 25％

高い 73％

カリ
（15～30）

低い ５％

適正 52％

高い 44％
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医薬基盤研究所と共同研究契約を締結しました。

　７月11日、名寄市は、独立行政法人医薬基盤研究所（大阪
府茨木市）と共同研究契約を締結しました。
　名寄市は早くから薬用作物の栽培に取り組んできた歴史があ
りますが、近年は栽培農家が減少し、生産量も縮小傾向にあり
ました。しかしここ数年、名寄地域の貴重な地域資源である薬
用作物に再度注目する動きが活性化し、昨年５月、生産者18
戸による「名寄市薬用作物研究会」が発足。今回の共同研究契
約は、こうした動きを行政としても全面的に支援していこうという施策の一つに位置づけられ、
医薬基盤研究所との間で、「薬用作物の栽培、加工、品質管理を課題とする共同研究を実施する」
ことで締結にいたりました。
　現在、カノコソウの栽培面積を拡大していく上での課題として、①作型の選定、②手作業の多
さ、③洗浄作業、④乾燥作業、これらを一つひとつクリアしながら栽培体系を確立する中で、
高品質で安定的に出荷できる産地としての知名度を高め、これを足がかりにさらにほかの品目の
試験栽培にも取り組んでいく意向です。

　平成26年から実施しております水稲直播講座の第２回として、７月22日に道央方面への視察
研修を実施いたしました。
　まず、今年の水稲直播栽培面積が200haを超えるＪＡびばい生産者圃場を視察しました。大
部分が直播栽培に適性がある「大地の星」や「ほしまる」の栽
培を行っていますが、一部「おぼろづき」などの良食味米を直
播で栽培している圃場もありました。
　また、直播栽培の課題の一つである初期生育の確保にむけて、
数種類の肥料の比較試験を実施していました。
　続いて、（独）農業・食品産業技術総合研究機構　北海道農
業研究センターを視察しました。
　品種は「大地の星」を使用し、播種日別の収量調査と、窒素の肥料効果の比較調査試験を行っ
ていました。　基肥は慣行性肥料を中心に試験を実施しており、慣行性肥料の中でも後半に窒素
が効いてくる「シグモイドタイプ」の肥料で増収の可能性が示唆されているとのことでした。
　総勢10名での研修となり、少なめの人数でしたが、直播栽培経験者に加え、20代の若手農業
者も参加しており、栽培方法などについて多くの質疑応答が行われるなど他地域の生産状況を知
ることで刺激になったのではないかと考えられます。
　今後も情報提供などを実施していく予定です。
　興味のある方はお気軽にご参加ください。

第２回の水稲直播講座として視察研修を実施いたしました。

○お問い合わせ・ご質問等は下記までお気軽にどうぞ。
名寄市農業振興センター　名寄市風連町緑町３９６－２

☎０１６５５－３－２２５８
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農作業事故の発生状況
　これから本格的な収穫の秋を迎えます。この時期
は 1年で最も多く農作業事故が発生する時期です
(図１)。
　また、平成24年10月は285件の事故が発生し、
9時から11時、14時に発生件数が多くなっていま
す (図２)。
　収穫作業機等は大型の機械が多く、一度事故が起
きると重篤になる傾向にあります。
　秋は日没も早くなりますので、あせりがちですが、
家族で声をかけ合って農作業安全に取り組みましょ
う。

農作業安全のために
●体力や年齢を考慮し、無理のない作業計画をた
てる。

　また、一日の作業開始時には作業手順を確認す
る。

●取扱説明書で操作方法等を再確認する。袖口や
ズボンの裾などが機械に巻き込まれないような
服装を心がける。

●運転者以外の人も緊急停止装置やエンジン停止法を確認しておく。
●コンバイン等大型機械は死角が大きいので、「大
丈夫だろう」運転は危険。必ず周囲の安全を確
かめる。

●機械の点検や整備、詰まり等を除去する時はエ
ンジン停止。

●農業機械の乗降時には靴底のどろ汚れを取り除
き、足場の安全を確認する。

●農業機械が公道で追突される事故を防ぐため、反射シールや低速車マークを活用し、他車から
早く見つけてもらえる工夫をする。

●収穫物の積み方によってはテールランプ等が隠れる場合があるので、積み方を工夫する。

（資料作成：上川農業改良普及センター名寄支所）

収穫時期の農作業安全に気をつけましょう !!収穫時期の農作業安全に気をつけましょう !!
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■スケジュール ※天候・交通機関等の都合により、行程・時間等変更になる場合があります。

日次 行　　程　　表 食事

1 上川北部JA==旭川空港8：55──  ──羽田空港（弁当積込）==
○山中湖==○河口湖==富士河口湖温泉（泊）16：40頃

×
弁
夕

2 ホテル8：30==○世界遺産・富士山５合目==河口湖（昼食）==○西湖
==○精進湖==○本栖湖==三保はごろも温泉（泊）17：00頃

朝
昼
夕

3
ホテル8：50==○三保の松原==清水港~~《駿河湾フェリー》~~土肥港
==◎土肥金山（昼食・砂金取体験）==恋人岬（休憩）==◎下田開国
博物館==下田温泉（泊）16：15頃

朝
昼
夕

4
ホテル8：30==○浄蓮の滝==○熱海（昼食）==小田原鈴廣・風祭店
（お買物）==○三渓園==横浜市内（ホテルチェックイン）……〈徒歩〉……
横浜中華街（夕食）18：00……〈徒歩〉……横浜市内（泊）

朝
昼
夕

5
ホテル9：00==◎東京タワー==浅草（昼食）==◎江戸東京博物館
==◎東京スカイツリー®（350ｍ天望デッキ）==羽田空港16：30～17：20
──  ──旭川空港18：55==上川北部JA

朝
昼
×

■食事条件：朝４回・昼５回（内弁１回）・夕４回 ◎入場観光
■利用予定ホテル： 富士河口湖温泉／花水庭おおや ○下車観光
 三保はごろも温泉／三保園ホテル △車窓観光
 下田温泉／下田ビューホテル
 横浜市内／ホテルJALシティ関内横浜
■利用予定航空会社：AIR DO　全日空
■利用交通機関：==バス　─  ─航空機　~~船舶
※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせ致します。

●旅行企画・実施

〒０７０‐００３０ 旭川市宮下通１４丁目右１号　農業会館４Ｆ

TEL.0166‐23‐2495
総合旅行業務取扱管理者　佐藤丈治・鈴木賢司

旭川支店

一般社団法人（JATA）の
正会員です。

旅行業公正取引
協 議 会 会 員

（観光庁長官登録旅行業第９３９号）
合わせは〉

5‐3‐2521
4‐2‐4531
4‐8‐2111

なよろ
〈ＪＡ事業に関するお問い合わせは〉

ＪＡ北ひびき

10165‐23‐2179本　　　　所
10165‐32‐2442和寒基幹支所
10165‐34‐2868剣淵基幹支所
10165‐28‐2011朝日基幹支所
10165‐26‐2321多寄基幹支所

14205569-2072務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業店での取引き責任者です。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明な点がございましたら、ご遠慮なく上記総合旅行業務取扱管理者にご質問下さい。

露天風呂

泉／下田ビューホテル

伊豆諸島を望む
大パノラマは息を呑む
絶景です。

イメージ

客室

横浜市内／ホテルJALシティ関内横浜

スタイリッシュにカラーコーディ
ネイトされた客室内は、女性の
お客様にも大人気です。是非、
横浜での安らぎのひとときを。外観

イメージ

イメージ

4日目

11月3日月～7日金
平成26年

３名１室利用／165，000円、２名１室利用／169,000円
行実施日

40名様（最少催行人員30名様）集 人 員

30,000円（旅行代金に充当いたします）込 金

同行して旅程管理業務を行います。乗 員

158,000s158,000s158,000s

平成26年10月10日㈮込締切日

1 世界文化遺産：富士山５合目・三保の松原を訪ねます。
2横浜では中華街での夕食にご案内いたします。
3 東京スカイツリー天望デッキ（350ｍ）まで、ご案内いた
します。
4 JAならではの安心の添乗員同行、地元JA発着プラン
です。
5 もちろん全観光・食事付プランです。

旅 の ポ イ ン ト

行代金／大人お１人様

5日間
東京

名様以上１室利用／４泊目：洋室２、３名１室利用

土肥金山 イメージ

横浜中華街 イメージ

江戸東京博物館 イメージ

三溪園 イメージ
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〈ＪＡ事業に関するお問い合わせは〉

ＪＡ北はるか
101656‐2‐1601
101655‐4‐2561
101656‐7‐2821

本　　　所
下 川 支 所
中 川 支 所

〈ＪＡ事業に関するお問い合

本 　 　 所 101655
名 寄 支 所 101654
智恵文支所 101654

ＪＡ道北な

総合旅行業務

詳しい旅行条件を記載した書面をお渡しいたしますので事前にご
確認の上お申込みください。本旅行は次の条件に基づきます。
（１）この旅行は、農協観光（北海道旭川市宮下通14丁目右１号 観光庁長官登録旅
行業第939号。以下「当社」といいます。）が企画する旅行であり、この旅行に参
加されるお客様は当社と募集型企画旅行契約を締結することとなります。

（２）契約の内容・条件は、コースごとに記載されている条件の他、別途お渡しする
旅行条件書（全文）、出発前にお渡しする最終旅行日程表および当社旅行業約
款募集型企画旅行契約の部によります。
●旅行代金のお支払い　旅行代金は旅行出発の前日から起算してさかのぼって
１４日目にあたる日より前にお支払いいただきます。
●旅行代金に含まれるもの　旅行日程に明示した運送機関の運賃・料金（この運
賃・料金には、運送機関の課す付加運賃・料金（原価の水準の異常な変動に対
応するため、一定の期間および一定の条件下に限りあらゆる旅行者に一律に
課せられるものに限ります。以下同様とします。）を含みません。）、宿泊費、食
事代、旅行業務取扱料金及び消費税等諸税。上記費用はお客様のご都合によ
り、一部利用されなくても払い戻しはいたしません。
●旅行代金に含まれないもの（一部例示）　旅行中の個人諸費用（お客様ご自身
の電報電話料、ホテルでの小物代、追加飲食料、運送機関の定める有料手荷
物料、心付等）
●取消料　お客様は、一定の場合を除き以下に定める取消料をお支払いいただ
くことにより旅行契約を解除できます。

※出発日・コース等の変更も上記取消料の対象となります。
※オプショナルプラン及び宿泊等各種割増料金も上記料率による取消料が利用
日を基準として別途適用されます。ただし旅行開始後の取消料は100％となり
ます。
●旅行条件の基準　本旅行条件は、平成26年８月１日を基準として作成しており
ます。

ご旅行条件（要旨）

取消料

旅行開始日の
前日から起算して
さかのぼって

⑥旅行開始後の解除又は無連絡不参加 旅行代金の１００％
⑤旅行開始日の当日の解除（⑥を除く） 旅行代金の　５０％
④旅行開始日の前日の解除 旅行代金の　４０％

無　　料

取　消　日 取　消　料（お一人様）
①２１日前に当る日以前の解除
　（日帰り旅行にあっては１１日目）

旅行代金の　２０％②２０日前に当る日以降の解除
　（日帰り旅行にあっては１０日目）〔③～⑥を除く〕
③７日目に当る日以降の解除〔④～⑥を除く〕 旅行代金の　３０％

1日目 2日目

客室

富士河口湖温泉／花水庭おおや

四季を彩る花と水、
現代和風の富士山を望
む湖畔の宿。外観

イメージ

イメージ

露天風呂

三保はごろも温泉／三保園ホテル

三保の潮風に耳を傾け
自慢の風呂と海の幸
満載料理に舌鼓。外観

イメージ

イメージ

3日目

伊豆下田温泉
外観

イメージ

利用予定ホテル

地元JA
発着

（北はるか・道北なよろ・北ひびき3JA合同企画）
上川北部トラベルプラン

●
旅

募

申

添

111

申

旅行

富士五湖
三保の松原 東

４名

富士山 イメージ

三保の松原 イメージ 河口湖と富士山 イメージ浄蓮の滝 イメージ

横

下田開国博物館
イメージ
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作業中の万一に安心保障を！

農作業機は農作業機は自動車共済自動車共済に加入していますか？に加入していますか？
共済掛金 保障内容

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

共済掛金（１年間）

23,720円
（注）12か月でお申し込み下さい。

一般用自動車共済
（農耕作業用小型特殊自動車）

等　　級：６Ｄ等級
対人賠償：無制限
対物賠償：無制限（免責０万円）
対物超過修理費用保障特約：あり
傷害別治療共済金倍額払特約：あり
人身傷害保障特約：5,000 万円
搭乗者傷害特約：死亡共済金額 1,000 万円
自動継続特約：あり（注）

普
通
型
・
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン

共済掛金（２ヶ月）

28,410円

一般用自動車共済
（農耕作業用小型特殊自動車）

等　　級：６Ｄ等級
対人賠償：無制限
対物賠償：無制限（免責０万円）
対物超過修理費用保障特約：あり
傷害別治療共済金倍額払特約：あり
車両保障（全損害担保）：500万円
　　　　　　　　　　　（免責１万円）
人身傷害保障特約：7,000 万円
搭乗者傷害特約：死亡共済金額 1,000 万円

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

共済掛金（１年間）

48,500円
参考：自賠責共済掛金（２年間）11,400円
（注）12か月でお申し込み下さい。
（注）フォークリフトの場合別途自賠責共

済への加入が必要です。

一般用自動車共済
（土木・建設用作業機）

等　　級：６Ｄ等級
対人賠償：無制限
対物賠償：無制限（免責０万円）
対物超過修理費用保障特約：あり
傷害別治療共済金倍額払特約：あり
人身傷害保障特約：5,000 万円
搭乗者傷害特約：死亡共済金額 1,000 万円
自賠責共済セット割引：あり
自動継続特約：あり（注）

 

車両保障付！

（注）12ヶ月未満の契約を除きます。

このような事
故が保障され
ます

■農作業機運行中の事故により…
・他人を死傷させてしまった。（対人賠償条項）
・他人の車や物を壊してしまった。（対物賠償条項）
・ご自身のご家族が死傷してしまった。（人身傷害保障、搭乗者
傷害特約）
■偶然の事故により…
・農作業機に損害が生じてしまった。（車両条項）

【車両条項において保障の対象となる事故の例】
◆衝突・接触・墜落・転覆・物の飛来・物の落下等の偶然な事故に
より生じた損害

◆火災・爆発・台風・洪水・高潮等の偶然な事故により生じた損害
☆農作業機の事故においては、収穫作業中に作業機が石を巻き込ん
でしまい、刈刃が折れたような場合でも事故日時・原因が確定で
きない場合は、お支払いの対象外になります。

お
支
払
い
す
る

主
な
共
済
金

※上記掛金の有効期限は平成26年４月時点の共済
掛金です。

※車両保障は農作業機の現在の価値（時価）に合わ
せて設定させていただきます。

※「１年間無事故の場合」、「10年間無事故の場合」
の掛金は現在の掛金で試算しています。

※この資料は概要を説明したものです。ご検討にあ
たっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ず
ご覧下さい。

　また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意
喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を
必ずご覧下さい。（14011375041）

お問合せは…道北なよろ農業協同組合
本所　金融共済部共済課　☎ 01655-3-2521
名寄支所　　金融共済課　☎ 01654-2-4531
智恵文支所　金融共済課　☎ 01654-8-2111


